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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年５月期 6,446 5.3 985 △14.0 1,086 △9.0 692 △17.8

2021年５月期 6,120 2.9 1,146 26.5 1,194 28.1 841 33.9

（注）包括利益 2022年５月期 547百万円 （△40.5％） 2021年５月期 920百万円 （46.2％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2022年５月期 321.80 － 8.4 11.2 15.3

2021年５月期 427.11 － 11.4 13.6 18.7

（参考）持分法投資損益 2022年５月期 －百万円 2021年５月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年５月期 9,972 8,514 85.4 3,949.06

2021年５月期 9,474 8,042 84.9 3,757.08

（参考）自己資本 2022年５月期 8,514百万円 2021年５月期 8,042百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2022年５月期 770 △1,345 △112 1,698

2021年５月期 1,050 △49 471 2,374

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％
2021年５月期 － － － 60.00 60.00 128 14.0 1.7

2022年５月期 － － － 60.00 60.00 135 18.6 1.6

2023年5月期(予想） － － － 60.00 60.00 15.4

１．2022年５月期の連結業績（2021年６月１日～2022年５月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況



（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期（累計） 3,450 14.9 580 38.6 600 33.3 405 44.3 188.20

通期 7,078 9.8 1,200 21.7 1,240 14.1 840 21.3 390.34

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年５月期 2,342,600株 2021年５月期 2,342,600株
②  期末自己株式数 2022年５月期 81,894株 2021年５月期 201,983株
③  期中平均株式数 2022年５月期 2,151,944株 2021年５月期 1,971,258株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2022年５月期 6,404 5.8 917 △12.3 1,033 △5.9 659 △13.8

2021年５月期 6,051 2.4 1,046 24.8 1,098 24.2 766 28.2

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭
2022年５月期 306.68 －
2021年５月期 388.59 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年５月期 9,872 8,425 85.3 3,916.49
2021年５月期 9,376 7,997 85.3 3,735.97

（参考）自己資本 2022年５月期 8,425百万円 2021年５月期 7,997百万円

３．2023年５月期の連結業績予想（2022年６月１日～2023年５月31日）

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
１．2022年５月期の個別業績（2021年６月１日～2022年５月31日）

（２）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合理的で
あると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社グループとして約束する趣旨のものではありません。ま
た、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご
利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ４「１．経営成績等の概況」(４)今後の見通しをご覧くださ
い。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染状況に左右されたものの、ワクチン接

種の普及等により、行動制限が解除されるとともに経済活動は回復傾向にあります。また海外では、経済活動が回

復・拡大する国が増えつつも、世界的なコンテナ不足や、原材料及びエネルギー価格の急騰に加えて、ウクライナ

情勢等の地政学的リスクもあり、依然として全世界規模の景気は不透明な状況が続いております。

　このような経営環境の中で、当社グループは「『ボルティング・ソリューション・カンパニー』として社会の発

展に貢献し、地球上になくてはならない企業をめざす。」ことを企業理念に掲げ、「ボルト締結分野」においてお

客様が求める価値を的確に捉え、「スピード感と一体感のある製品開発体制」を基軸に保有技術を有効的に活用

し、より多くのお客様に「ボルト締結」に最適な手段を提供するとともに、「締結」に関する課題解決を通じて

「満足」「感動」「価値」を提供してまいりました。

　その結果、作業工具類の売上高は、企業活動や個人消費活動が穏やかに回復したことにより、38億６千万円とな

りました。機器類の売上高は、建築需要の高まり等により25億８千５百万円となりました。

　従いまして、当連結会計年度の経営成績につきましては、64億４千６百万円（前年同期比5.3％増）となりまし

た。また、利益面では輸送や原材料及びエネルギー価格の高騰の影響を受けたことや、ベトナムにおいて新型コロ

ナウイルス感染症対策のためロックダウン等の規制が強化され、ＴＯＮＥ ＶＩＥＴＮＡＭ ＣＯ．，ＬＴＤ．の生

産活動が制約されたこともあり、営業利益は９億８千５百万円（前年同期比14.0％減）、経常利益は10億８千６百

万円（前年同期比9.0％減）となり、親会社株主に帰属する当期純利益は６億９千２百万円（前年同期比17.8％

減）となりました。

　各セグメントの経営成績は、以下の通りであります。

（国内）

　作業工具類の売上高に関しましては、国内企業の経済活動が回復してきた状況を背景に、新製品リリースや各種

セール・キャンペーンによる販売促進活動が一般ユーザーの購買意欲を高め、また、より多くの人々に工具の魅力

を伝えることを目的に行っているモータースポーツの応援（レースチームサポートやレース協賛）による継続的な

ブランディング活動により「ＴＯＮＥブランド」の浸透を進めることで新たな顧客拡大に努めた結果、売上高は前

年同期を上回りました。

　機器類の売上高に関しましては、資材調達難や、着工遅れ等新型コロナウイルス感染症による影響が継続してい

る中、ＥＣ業界の需要拡大に伴う物流倉庫の拡充、老朽化インフラの改修工事や、大阪万博、リニア新幹線の案件

等建築需要が高まる等、明るい兆しも見られ、また、ご好評頂いておりますコードレスタイプの新製品が加わった

主力製品「シヤーレンチ」及び「建方１番」製品群や、充実のラインアップを誇る「ナットランナー」製品群の販

売促進活動を展開するとともに、ボルト締結に重要な役割を果たす「トルク管理機器」製品群等、競争優位性の高

い製品群の拡張に加え、変化、多様化するお客様要望に応えた特殊品対応を行うことによる市場ニーズの把握、新

規市場の開拓を図り、顧客需要を満たす提案活動を行った結果、売上高は前年同期を上回りました。

　その結果、売上高は50億５千９百万円（前年同期比4.6％増）となり、セグメント利益は６億２千２百万円（前

年同期比17.4％減）となりました。

（海外）

　作業工具類の売上高に関しましては、停滞していた経済活動が再開したことで需要に回復傾向が見られる中、リ

モートによる営業活動を展開し、新製品や特殊品の提案等、地道な営業活動を継続したこと等により、売上高は前

年同期を上回りました。

　機器類の売上高に関しましては、国内同様、主力製品「シヤーレンチ」製品群及び充実のラインアップを誇る

「ナットランナー」製品群の販売促進活動を展開するとともに、ボルト締結に重要な役割を果たす「トルク管理機

器」製品群等、競争優位性の高い製品群の拡張に加え、新規市場開拓を図る等、売上高の伸長に向け、顧客需要を

満たす提案活動を行ったことで、欧州、中国における工事案件再開等によるインフラ需要の獲得や、北米、韓国で

の新工場・物流倉庫建設による建築業界での需要の拡大により、売上高は前年同期を上回りました。

　その結果、売上高は13億８千６百万円（前年同期比7.9％増）となり、セグメント利益は３億６千３百万円（前

年同期比7.5％減）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

（資産）

　資産合計は、99億７千２百万円（前連結会計年度末94億７千４百万円）となり前連結会計年度末に比べ４億９千

８百万円増加しました。この主な要因は、現金及び預金の減少６億７千６百万円、受取手形、売掛金及び契約資産

の増加１億円、土地の増加５億５千２百万円、投資有価証券の増加４億３千２百万円等によるものです。
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2018年５月期 2019年５月期 2020年５月期 2021年５月期 2022年５月期

自己資本比率(％) 74.1 81.2 83.0 84.9 85.4

時価ベースの自己資本比率

(％)
71.9 68.8 57.3 72.3 67.5

キャッシュ・フロー対有利子

負債比率(年)
1.1 0.1 0.0 0.1 0.1

インタレスト・カバレッジ・

レシオ(倍)
313.4 647.6 823.3 382.5 382.5

（負債）

　負債合計は、14億５千８百万円（前連結会計年度末14億３千１百万円）となり前連結会計年度末に比べ２千６百

万円増加しました。この主な要因は、支払手形及び買掛金の増加２億１百万円、繰延税金負債の減少５千３百万円

等によるものです。

（純資産）

　純資産合計は、85億１千４百万円（前連結会計年度末80億４千２百万円）となり前連結会計年度末に比べ４億７

千１百万円増加しました。この主な要因は、親会社株主に帰属する当期純利益の計上６億９千２百万円、配当金の

支払１億２千８百万円等によるものです。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、16億９千８百万円と

なり、前連結会計年度末に比べ６億７千６百万円の減少となりました。当連結会計年度末におけるキャッシュ・フ

ローの状況のそれぞれの要因は次の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動においては、法人税等の支払額３億６千５百万円等の資金の減少がありましたが、税金等調整前当期純

利益10億７千１百万円等による資金の増加により、資金はプラス７億７千万円（前連結会計年度はプラス10億５千

万円）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動においては、有形及び無形固定資産の取得による支出６億９千万円、投資有価証券の取得による支出６

億４千２百万等により、資金はマイナス13億４千５百万円（前連結会計年度はマイナス４千９百万円）となりまし

た。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動においては、配当金の支払に１億１千万円等を支出したことにより、資金はマイナス１億１千２百円

（前連結会計年度はプラス４億７千１百円）となりました。

　（参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

　自己資本比率：自己資本／総資産

　時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

　キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

　インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

　（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

　（注２）株式時価総額は自己株式を控除した発行済株式数をベースに計算しております。

　（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

　（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象として

おります。また利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しておりま

す。
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（４）今後の見通し

　今後の見通しにつきましては、経済活動の制限緩和がある一方で、輸送や原材料及びエネルギー等のコスト上

昇、円安傾向が続く等の懸念材料があり、今後の見通しは不透明であります。

　このような厳しい環境のなかで、「ボルト締結分野」における競争優位性の高い新製品群の投入に加え、製造・

販売体制強化、徹底した原価低減により競争力の強化を図るとともに、海外拠点の安定稼働によるグローバルな視

点での製造及び販売の最適化を進める等、グループ協働で収益力強化に取組んでまいります。

　また、品質と信頼の世界ブランド「ＴＯＮＥ」の確立をめざし、製品とサービスの拡充、卓越した技術力でお客

様に「満足」「感動」「価値」を提供し続けてまいりますとともに、世界に冠たる総合工具メーカーとしての地位

を一段と揺るぎないものとするため、全社グループ一丸となって邁進する所存でございます。

　現時点における通期の業績見通しとしては、連結売上高70億７千８百万円、営業利益12億円、経常利益12億４千

万円とし、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、８億４千万円を見込んでおります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　利益配分につきましては、企業体質の強化を図りながらも、業績に応じた継続的かつ安定的な配当を行なうこと

を基本方針としております。

　また、内部留保金につきましては、財務体質の強化を図りながら、新製品開発、生産・販売体制の強化及び品質

向上を目的とする設備投資等に活用したいと考えております。

　当期の配当金につきましては、将来の事業計画、業績、配当性向並びに財務状況等、総合的に勘案いたしまし

て、１株につき60円とさせていただく予定であります。

　次期の配当金につきましては、１株につき60円を予定しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用しており

ます。

　なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年５月31日)

当連結会計年度
(2022年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,374,697 1,698,215

受取手形及び売掛金 1,358,870 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 1,459,373

商品及び製品 1,197,890 1,239,940

仕掛品 406,551 341,109

原材料及び貯蔵品 1,049,462 1,019,865

その他 63,002 118,571

貸倒引当金 △4,174 △4,357

流動資産合計 6,446,300 5,872,718

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 690,860 673,455

機械装置及び運搬具（純額） 102,220 103,680

工具、器具及び備品（純額） 25,626 24,474

土地 1,023,178 1,576,096

リース資産（純額） 2,840 1,988

建設仮勘定 14,276 34,305

有形固定資産合計 1,859,001 2,414,000

無形固定資産

その他 55,343 87,041

無形固定資産合計 55,343 87,041

投資その他の資産

投資有価証券 797,602 1,229,709

退職給付に係る資産 31,862 48,046

その他 284,225 321,363

投資その他の資産合計 1,113,690 1,599,119

固定資産合計 3,028,036 4,100,161

資産合計 9,474,336 9,972,879

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年５月31日)

当連結会計年度
(2022年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 411,571 613,078

１年内返済予定の長期借入金 － 100,000

リース債務 937 937

未払法人税等 232,439 231,849

賞与引当金 113,172 131,924

未払金 142,077 147,939

未払費用 51,918 50,281

製品保証引当金 47,334 35,505

その他 165,059 33,031

流動負債合計 1,164,511 1,344,546

固定負債

長期借入金 100,000 －

リース債務 2,186 1,249

繰延税金負債 152,669 99,271

資産除去債務 3,780 3,780

長期未払金 5,610 6,030

その他 3,100 3,800

固定負債合計 267,346 114,131

負債合計 1,431,857 1,458,678

純資産の部

株主資本

資本金 605,000 605,000

資本剰余金 428,148 633,555

利益剰余金 7,004,666 7,568,730

自己株式 △357,920 △511,113

株主資本合計 7,679,894 8,296,172

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 353,962 198,309

為替換算調整勘定 8,622 19,719

その他の包括利益累計額合計 362,585 218,028

純資産合計 8,042,479 8,514,201

負債純資産合計 9,474,336 9,972,879
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2020年６月１日
　至　2021年５月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年６月１日
　至　2022年５月31日)

売上高 6,120,194 6,446,270

売上原価 3,467,133 3,710,016

売上総利益 2,653,060 2,736,253

販売費及び一般管理費 1,506,429 1,750,310

営業利益 1,146,630 985,943

営業外収益

受取利息 391 183

受取配当金 21,418 27,160

為替差益 14,413 70,226

その他 15,909 10,942

営業外収益合計 52,133 108,513

営業外費用

支払利息 2,718 2,015

その他 1,256 5,636

営業外費用合計 3,974 7,652

経常利益 1,194,789 1,086,804

特別損失

投資有価証券評価損 － 14,888

特別損失合計 － 14,888

税金等調整前当期純利益 1,194,789 1,071,915

法人税、住民税及び事業税 360,931 393,330

法人税等調整額 △8,089 △13,915

法人税等合計 352,842 379,414

当期純利益 841,947 692,501

非支配株主に帰属する当期純利益 － －

親会社株主に帰属する当期純利益 841,947 692,501

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2020年６月１日
　至　2021年５月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年６月１日
　至　2022年５月31日)

当期純利益 841,947 692,501

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 78,456 △155,653

為替換算調整勘定 377 11,097

その他の包括利益合計 78,833 △144,556

包括利益 920,781 547,944

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 920,781 547,944

非支配株主に係る包括利益 － －

（連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 605,000 204,325 6,279,473 △703,193 6,385,605

当期変動額

剰余金の配当 △116,754 △116,754

親会社株主に帰属する当期
純利益

841,947 841,947

自己株式の取得 △269 △269

自己株式の処分 223,823 345,542 569,365

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － 223,823 725,192 345,272 1,294,288

当期末残高 605,000 428,148 7,004,666 △357,920 7,679,894

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 275,506 8,244 283,751 6,669,357

当期変動額

剰余金の配当 △116,754

親会社株主に帰属する当期
純利益

841,947

自己株式の取得 △269

自己株式の処分 569,365

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

78,456 377 78,833 78,833

当期変動額合計 78,456 377 78,833 1,373,122

当期末残高 353,962 8,622 362,585 8,042,479

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年６月１日　至　2021年５月31日）
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（単位：千円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 605,000 428,148 7,004,666 △357,920 7,679,894

当期変動額

剰余金の配当 △128,437 △128,437

親会社株主に帰属する当期
純利益

692,501 692,501

自己株式の取得 △366,794 △366,794

自己株式の処分 205,407 213,601 419,009

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － 205,407 564,064 △153,192 616,278

当期末残高 605,000 633,555 7,568,730 △511,113 8,296,172

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 353,962 8,622 362,585 8,042,479

当期変動額

剰余金の配当 △128,437

親会社株主に帰属する当期
純利益

692,501

自己株式の取得 △366,794

自己株式の処分 419,009

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△155,653 11,097 △144,556 △144,556

当期変動額合計 △155,653 11,097 △144,556 471,722

当期末残高 198,309 19,719 218,028 8,514,201

当連結会計年度（自　2021年６月１日　至　2022年５月31日）
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2020年６月１日
　至　2021年５月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年６月１日
　至　2022年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,194,789 1,071,915

減価償却費 102,936 128,685

為替差損益（△は益） △8,702 △87,540

貸倒引当金の増減額（△は減少） 201 183

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △2,635 －

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △31,862 △16,183

製品保証引当金の増減額（△は減少） 47,334 △11,828

賞与引当金の増減額（△は減少） 8,576 18,751

受取利息及び受取配当金 △21,809 △27,344

支払利息 2,718 2,015

株式報酬費用 7,479 5,378

有形及び無形固定資産売却損益（△は益） △2,561 40

投資有価証券評価損益（△は益） － 14,888

売上債権の増減額（△は増加） △116,988 △98,841

棚卸資産の増減額（△は増加） 242,317 63,054

仕入債務の増減額（△は減少） △299,765 196,070

未払消費税等の増減額（△は減少） 90,742 △93,091

未収消費税等の増減額（△は増加） 14,410 △45,696

その他 49,362 △10,316

小計 1,276,543 1,110,141

利息及び配当金の受取額 21,903 27,350

利息の支払額 △2,747 △2,014

法人税等の支払額 △245,019 △365,084

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,050,678 770,393

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △52,722 △690,769

有形及び無形固定資産の売却による収入 6,000 －

投資有価証券の取得による支出 － △642,130

差入保証金の差入による支出 △52 △52

差入保証金の回収による収入 894 223

保険積立金の積立による支出 △3,194 △13,107

投資活動によるキャッシュ・フロー △49,075 △1,345,835

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △38,500 －

長期借入れによる収入 100,000 －

配当金の支払額 △116,058 △110,955

リース債務の返済による支出 △937 △937

自己株式の取得による支出 △269 △366,794

自己株式の処分による収入 527,638 366,450

財務活動によるキャッシュ・フロー 471,873 △112,236

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,370 11,197

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,477,847 △676,481

現金及び現金同等物の期首残高 896,849 2,374,697

現金及び現金同等物の期末残高 2,374,697 1,698,215

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１　連結の範囲に関する事項

連結子会社数　3社

連結子会社名　ロック㈱

ＴＯＮＥ ＶＩＥＴＮＡＭ ＣＯ．，ＬＴＤ．

ＴＯＮＥ ＡＭＥＲＩＣＡＳ，ＩＮＣ．

当連結会計年度において、連結子会社でありました利根股份有限公司は清算結了したた

め、連結の範囲から除外しております。また当連結会計年度において、ＴＯＮＥ ＡＭＥ

ＲＩＣＡＳ，ＩＮＣ．を設立したため、連結の範囲に含めております。

２　持分法の適用に関する事項

　持分法適用会社はありません。

３　連結子会社の事業年度等に関する事項

　連結子会社のうちＴＯＮＥ ＶＩＥＴＮＡＭ ＣＯ．，ＬＴＤ．とＴＯＮＥ ＡＭＥＲＩＣＡＳ，ＩＮＣ．の

決算日は、３月31日であります。

　連結財務諸表の作成に当たって、同日現在の財務諸表を使用し連結決算日との間に生じた重要な取引につ

いては、連結上必要な調整を行っております。

　なお、その他の連結子会社につきましては、連結決算日と一致しております。

４　会計方針に関する事項

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

　決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移

動平均法により算定しております。）

市場価格のない株式等

　移動平均法による原価法

②　棚卸資産

商品・原材料・仕掛品

　移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法）

製品

　総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法）

貯蔵品

　先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法）

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

①　有形固定資産（リース資産を除く）

　定率法によっております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並び

に2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法によっております。

　なお、主な耐用年数は以下の通りであります。

建物及び構築物　　　３年～43年

機械装置及び運搬具　２年～15年

工具、器具及び備品　２年～20年

②　無形固定資産（リース資産を除く）

　定額法によっております。なお、ソフトウエアについては社内における利用可能期間（５年）に基づ

く定額法によっております。
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③　リース資産

所有権移転ファイナンス・リース取引

　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。

所有権移転外ファイナンス・リース取引

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零又は残価保証額とする定額法を採用しております。

(3）重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等の特

定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

②　賞与引当金

　従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額のうち当連結会計年度の負担に属する額を計上しており

ます。

③　製品保証引当金

　　製品保証に伴う費用の支出に備えるため、個別に算出した発生見込額を計上しております。

(4）退職給付に係る会計処理の方法

　従業員の退職給付に備えるため、退職給付に係る期末自己都合要支給額から中小企業退職金共済制度に

おける給付相当額及び年金資産を控除した額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しておりま

す。

(5）収益及び費用の計上基準

　主に作業工具類、機器類の製造販売を行っております。商品又は製品の販売は、当社及び連結子会社の

顧客との契約に基づいて商品又は製品を引き渡すことを履行義務としております。そのため、製品を引き

渡した時点において支配が顧客に移転し、履行義務が充足されると判断しており、引渡時点で収益を認識

しております。ただし、国内の販売においては、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転するまでの期間

が通常の期間である場合には、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱い

を適用し、出荷時に収益を認識しております。

　なお、取引の対価は履行義務を充足してから１年以内に受領しており、対価の金額に重要な金融要素は

含まれておりません。

(6）重要な外貨の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理し

ております。なお、在外子会社の資産及び負債は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額

は純資産の部における為替換算調整勘定に含めております。

(7）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　連結キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)の範囲は、手許現金、随時引き出し

可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から

３ヶ月以内に償還期限の到来する短期的な投資からなっております。
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（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、リベート

等の顧客に支払われる対価について、従来、一部を売上原価に計上していましたが、売上高から控除する方法に

変更しています。

　なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国

内の販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場

合には、出荷時に収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の

期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当連結会計年度の売上高、売上原価はそれぞれ18,368千円減少しております。なお、営業利益、経

常利益及び税金等調整前当期純利益への影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への影響はありませ

ん。

　収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度に係る顧客との契約から生じる

収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基

準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計

方針を、将来にわたって適用することといたしました。

　この結果、当連結会計年度の連結財務諸表に与える影響はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2021年４月14日開催の取締役会決議に基づき、2021年10月29日付で「従業員株式給付信託（J-ESOP）」

の導入に伴い、株式会社日本カストディ銀行（信託口）を引受先とした第三者割当による自己株式104千株の処分を

行い、当連結会計年度において自己株式が185,265千円減少し、資本剰余金が181,184千円増加しました。なお、信

託に残存する当社株式104千株、366,450千円は自己株式として計上しております。

　この結果、当連結会計年度において資本剰余金が633,555千円、自己株式が511,113千円となっております。

（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

従業員株式給付信託（J-ESOP）

　当社は、2021年４月14日開催の取締役会決議に基づき、2021年10月29日より、従業員に対して自社の株式を給

付するインセンティブプラン（以下「本プラン」という。）を導入しております。

（１）取引の概要

　本プランの導入に際し制定した「株式給付規程」に基づき、一定の要件を満たした当社の従業員に対し当社株

式を給付する仕組みであります。

　将来給付する株式を予め取得するために、当社は「従業員株式給付信託（J-ESOP）」の信託財産として㈱日本

カストディ銀行（信託口）に金銭を信託し、当該信託銀行はその信託された金銭により当社株式を取得いたしま

す。

（２）信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株

式として計上しております。当連結会計年度末の帳簿価額は366,450千円、株式数は104千株であります。

（３）総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

　該当事項はありません。

- 14 -

ＴＯＮＥ株式会社(5967)　2022年５月期　決算短信



（単位：千円）

報告セグメント 連結財務諸表
計上額（注）

１国内 海外 計

売上高

外部顧客への売上高 4,835,251 1,284,942 6,120,194 6,120,194

計 4,835,251 1,284,942 6,120,194 6,120,194

セグメント利益 754,224 392,406 1,146,630 1,146,630

その他の項目

減価償却費 79,023 23,913 102,936 102,936

（単位：千円）

報告セグメント 連結財務諸表
計上額（注）

１国内 海外 計

売上高

外部顧客への売上高 5,059,339 1,386,931 6,446,270 6,446,270

計 5,059,339 1,386,931 6,446,270 6,446,270

セグメント利益 622,823 363,120 985,943 985,943

その他の項目

減価償却費 97,688 30,996 128,685 128,685

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１　報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。当社は、作業工具及びトルク管理機器・ボルト締結機器の製造を行い、それらを国内及び海外に販売

することを事業としております。

２　報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。

　報告セグメントの利益は営業利益をベースとした数値であります。

　当社グループは、事業セグメントに資産を配分しておりませんが、当該資産にかかる減価償却費につい

てはその使用状況によった合理的な基準に従い事業セグメントに配分しております。

３　報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2020年６月１日　至　2021年５月31日）

（注）１　セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２　セグメントに資産及び負債を配分していないため、セグメント資産及びセグメント負債の記載は行っており

ません。

当連結会計年度（自　2021年６月１日　至　2022年５月31日）

（注）１　セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２　セグメントに資産及び負債を配分していないため、セグメント資産及びセグメント負債の記載は行っており

ません。
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前連結会計年度
（自　2020年６月１日

至　2021年５月31日）

当連結会計年度
（自　2021年６月１日

至　2022年５月31日）

１株当たり純資産額 3,757円08銭 １株当たり純資産額 3,949円06銭

１株当たり当期純利益 427円11銭 １株当たり当期純利益 321円80銭

項目
前連結会計年度

（自　2020年６月１日
至　2021年５月31日）

当連結会計年度
（自　2021年６月１日

至　2022年５月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益 （千円） 841,947 692,501

普通株主に帰属しない金額 （千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当

期純利益
（千円） 841,947 692,501

普通株式の期中平均株式数 （千株） 1,971 2,151

（１株当たり情報）

（注）１　潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　算定上の基礎

１株当たり当期純利益

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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